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れ
る
予
定
で
あ
る
。
本
市
と
し
て

も
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
早
期

実
現
の
た
め
、
基
金
積
立
て
な
ど

嶺
南
市
町
村
と
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
早
期
着
工
に
向
け
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
関
係
機
関
に
積
極

的
な
支
援
要
請
を
行
う
。

今
富
地
区
は
市
内
最
大
の

人
口
増
加
地
区
で
あ
り
、

人
口
急
増
地
区
に
お
け
る
現
象
と

し
て
、
道
路
、
福
祉
、
教
育
な
ど

に
ゆ
が
み
を
生
じ
て
お
り
、
そ
の

結
果
地
域
格
差
を
生
じ
て
い
る
。

市
内
唯

一
の
人
口
増
加
地
区
の

基
本
施
策
と
し
て
、
小
学
校
及
び

付
近
住
民
に
対
し
、
災
害
発
生
時

に
大
型
自
動
車
の
進
入
路
が
な

く
、
災
害
救
助
活
動
に
支
障
を
き

た
す
農
れ
が
あ
る
た
め
、
道
路
整

備
、
計
画
の
見
直
し
が
考
え
ら
れ

な
い
か
。

Ａ
〔

つ 今
唯
鞠
域
帥
酸

一 通
紳
琢
郭

よ
り
の
昇
降
路
の
う
ち
今
富
小
学

校
付
近
の
市
道
和
久
里
学
校
線
の

昇
降
路
に
つ
い
て
は
、
幅
員
三

。

五
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
大
型
自
動

車
や
は
し
ご
車
の
進
入
は
困
難
な

状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
昇
降

路
の
拡
幅
、
改
良
に
は
用
地
の
確

保
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
今
後
は
地
権
者
の
ご
協
力
を

賜
り
な
が
ら
関
係
機
関
と
協
議
を

重
ね
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

小
浜
市
行
政
改
革
大
綱
の

中
で
取
組
む
具
体
的
事
業

に
つ
い
て
、
ご
み
の
減
量
化
と
資

源
化
の
推
進
を
図
る
と
い
う
項
目

に
つ
い
て
、
今
日
重
要
課
題
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
廃
美
物
行
政

に
対
す
る
考
え
を
お
聞
か
せ
い
た

だ
き
た
い
。

Ａ

鱒

知
遇

蔓

斬

ま
ず
、
不
燃
物
ご
み
を
対
象
に
平

成
六
年
度
か
ら
指
定
袋
に
よ
る
分

別
収
集
の
徹
底
に
努
め
て
き
た
。

そ
の
後
横
ば
い
状
況
と
な
っ
て
お

り
、
先
般
ご
み
処
理
施
設
の
整
備

計
画
を
策
定
し
、
平
成
十
七
年
を

目
標
に
ご
み
の
発
生
を
十
パ
ー
セ

ン
ト
抑
制
す
る
と
い
う
施
策
を
定

め
た
。

こ
の
目
標
を
ク
リ
ア
す
る
に
は

分
別
収
集
の
徹
底
、
過
剰
包
装
の

抑
制
あ
る
い
は
合
理
的
な
消
費
生

活
の
推
進
、
使
い
捨
て
品
の
抑
制

と
い
う
よ
う
な
こ
と
の
啓
発
に
努

め
、
住
民
意
識
の
喚
起
を
図
り
ご

み
の
資
源
化
と
減
量
と
い
う
こ
と

を
強
力
に
推
し
進
め
て
目
標
達
成

に
努
め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

南
川
水
系
の
根
本
的
な
改

修
計
画
に
つ
い
て
、
昭
和

ニ
キ
八
年
九
月
に
若
狭
地
方
を
襲

っ
た
台
風
十
三
号
に
よ
り
、
南
川

水
系
の
今
富
平
野

一
五
四
ヘ
ク
タ

ー
ル
あ
ま
り
の
水
田
が
大
き
な
被

害
を
受
け
、
以
来
四
十
二
年
が
経

過
し
て
い
る
。
こ
の
惨
事
も
年
々

忘
れ
ら
れ
、
危
機
意
識
も
年
々
風

化
し
て
い
る
。
＞」
の
種
の
災
害
は
、

七
十
年
周
期
と
も
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
今
後
必
ず
災
害
の
発
生
が
予

測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
南
川
低
水

護
岸
等
を
含
め
、
中
下
流
の
改
修

計
画
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
お
尋
ね

し
ま
す
。

Ａ
〔

廊
訓
嗽
↓こ系
”
醐
裕
帥
耽
取

事
業
で
取
組
み
を
し
て
お
り
、
南

川
河
川
改
良
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
上
流
か
ら
下
流
ま
で
の
河
川

断
面
を
拡
大
し
、
堤
防
の
補
強
が

計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
既
に
完

成
を
し
て
い
る
竹
原
橋
や
、
現
在

工
事
中
の
南
川
大
橋
も
計
画
断
面

に
施
工
し
て
い
る
。
河
川
の
改
修

は
、
河
回
よ
り
整
備
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
、
河
口
付
近
に
つ
い

て
は
、
右
岸
側
中
心
の
拡
幅
計
画

と
な
っ
て
お
り
、
用
地
買
収
、
物

件
移
転
補
償
等
が
、
大
規
模
な
も

の
と
な
る
た
め
、
今
後
も
県
と
協

議
を
重
ね
、
国
に
要
望
し
て
い
く
。

ま
た
、
湯
岡
橋
付
近
に
つ
い
て

は
、
災
害
復
旧
事
業
、
県
事
業
の

低
水
護
岸
の
整
備
が
さ
れ
て
お

り
、
未
整
備
区
間
に
つ
い
て
も
順

次
整
備
を
行
う
と
聞
い
て
お
り
、

本
市
と
し
て
も
関
係
機
関
に
対

し
、
早
期
完
成
を
強
く
要
望
し
た

い
。

小
浜
湾
周
辺
地
域
は
、
嶺

南
地
域
の
中
で
も
自
然
、

産
業
、
歴
史
に
恵
ま
れ
た
地
で
あ

り
、
こ
う
し
た
資
源
を
活
用
し
、

地
域
活
性
化
に
反
映
さ
せ
る
た
め

に
は
、
交
通
ア
ク
セ
ス
と
観
光
施

設
の
整
備
が
現
状
の
課
題
と
考
え

ら
れ
て
い
た
。
財
団
法
人
民
間
活

力
開
発
機
構
が
本
市
の
委
託
を
う

け
て
今
後
の
ス
テ
ツ
プ
と
方
向
性

な
ど
を
取
，
ま
と
め
、
小
浜
ベ
イ

エ
リ
ア
複
合
開
発
事
業
構
想
事
業

化
検
討
調
査
報
告
書
を
提
出
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
本
市
で
は
、
こ
の

報
告
書
を
参
考
に
し
、
こ
れ
ら
を

活
か
し
た
な
ん
ら
か
の
取
組
み
が

あ
る
の
か
ど
う
か
、
現
況
と
今
後

の
取
組
み
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

す
。

小
浜
ベ
イ
エ
リ
ア
複
合
開

発
事
業
構
想
は
、
豊
か
な

自
然
と
海
の
資
源
を
活
か
し
た
憩

い
と
交
流
の
場
の
創
造
等
を
基
本

理
念
と
し
、
平
成
六
年
三
月
に
民

間
活
力
開
発
機
構
に
委
託
し
、
策

定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
報
告

書
で
は
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
や

海
中
水
族
館
あ
る
い
は
貸
別
荘
や

海
上
牧
場
な
ど
数
多
く
の
施
設
整

備
を
行
う
計
画
に
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
現
在
の
経
済
状
況
や
、
地

元
の
合
意
、
さ
ら
に
市
の
財
政
面

な
ど
か
ら
、
こ
の
構
想
を
す
ぐ
に

実
施
計
画
に
移
す
の
は
困
難
で
あ

り
、
経
済
状
況
等
の
回
復
や
民
間

活
力
を
導
入
し
や
す
い
状
況
が
生

ま
れ
る
な
ど
、
極
め
て
長
期
的
な

展
望
に
立
っ
た
中
で
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。
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六
月
定
例
会
の
開
会
に
先
立
ち
、
全
国
市
議
会
議
長
会
、

北
信
越
市
議
会
議
長
会
よ
り
、
永
年
在
職
議
員
に
対
す
る
表

彰
状
及
び
全
国
市
議
会
議
長
会
評
議
員

・
建
設
運
輸
副
委
員

長
に
対
す
る
感
謝
状
並
び
に
福
井
県
市
議
会
議
長
会
よ
り
、

前
議
長
、
前
副
議
長
に
対
す
る
在
職
功
労
の
感
謝
状
の
伝
達

が
議
場
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆

表

彰

状

◆

【永
年
在
職
二
十
五
年
表
彰
】

全

国

市

議

会

議

長

会

北
信

越
市

議
会

議

長
会

岡
本

治

　

議

員

◆

感

謝

状

◆

【評
議
員
】

【建
設
運
輸
副
委
員
長
】

全

国

市

議

会

議

長

会

浜
岸
　
利

一

【議
長
在
職
功
労
】

福
井
県
市
議
会
議
長
会

野
村
　
定
彦

【副
議
長
在
職
功
労
】

福

井

県
市
議

会

議

長
会

新
谷

高
司

議

員

議

員

議
　
員

平
成
八
年
第
二
回
臨
時
会
翁
月
七
巳
概
要

五
月
七
日
に
平
成
八
年
第
二
回

小
浜
市
議
会
臨
時
会
が
招
集
さ

れ
、
会
期
を

一
日
と
決
め
直
ち
に

審
議
に
入
り
ま
し
た
。

今
臨
時
会
に
は
、
「
専
決
処
分

に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
」
等
の
議
案
四
件
が
上
程
さ

れ
、
提
案
理
由
の
説
明
、
質
疑
、

討
論
を
経
て
、
採
決
の
結
果
、
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

続

い
て
、
「
財
産
の
取
得
に
つ

い
て
」
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
提

案
理
由
の
説
明
、
質
疑
を
経
て
、

採
決
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
議
会
運
営
委
員
会

委
員
と
公
立
小
浜
病
院
組
合
議
会

議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
欠
員
を
生
じ
た

た
め
、
選
任
お
よ
び
選
挙
が
行
わ

れ
、
臨
時
議
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

【議
案
】

議
案
第
４７
号

議
案
第
４８
号

議
案
第
４９
号

議
案
第
５０
号

議
案
第
５‐
号

【そ
の
他
】

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

議
会
運
営
委
員
会
委
員
の

選
任
公
立
小
浜
病
院
組
合
議
会

議
員
の
選
挙

市
ク ク ク ク

長

議
　
員

原

// 
   え震
認

クク

原
案
可
決



平
成
八
年
第
四
回
臨
時
会
宅
周
Ａ
Ｓ
概
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七
月
八
日
に
平
成
八
年
第
四
回

小
浜
市
議
会
臨
時
会
が
議
員
請
求

に
よ
り
招
集
さ
れ
、
会
期
を

一
日

と
決
め
直
ち
に
審
議
に
入
り
ま
し

た
。今

臨
時
会
の
議
案
は

「農
業
委

員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
」
の

外
、　
一
件
で
あ
り
、
提
案
理
由
の

説
明
の
後
、
質
疑
を
経
て
原
案
ど

お
り
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

続
い
て
、
若
狭
消
防
組
合
議
会

議
員
の
選
挙
を
行
い
臨
時
議
会
を

閉
会
し
ま
し
た
。

【推
薦
】

推
薦
第
１
号

【そ
の
他
】

車

小
浜
市
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

若
狭
消
防
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

年

Ⅲ

議
　
員

議

申只

推

　

薦

◎
鉄
道
新
緑
研
究
委
員
会

六
月
七
日
、
上
中
町
に
お
い
て
鉄
道
新
線
研
究
委
員
会
小
浜

・

上
中
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
、
今
後
の
取
組
み
等
に
つ
い
て
協

議
い
た
し
ま
し
た
。

◎
交
通
対
策
委
員
会

奮
外
行
政
視
毒

視

察

日

エハ
月
二
十
四
日

視

察

先

勝
山
市

視
察
内
容

中
部
縦
貫
自
動
車
道
建
設
に
つ
い
て

（現
状
及
び
勝
山
市
の
対
応
に
つ
い
て
）

◎
７
月
帽
日

◎
７
月
２３
日

◎
７
月
２５
日

愛
知
県
日
進
市
議
会
　
Ｈ
名

視
察
項
目
　
公
共
下
水
道
事
業

島
根
県
江
津
市
議
会
　
８
名

視
察
項
目
　
白
髪
再
開
発
事
業

長
崎
県
福
江
市
議
会
　
１０
名

視
察
項
目
　
不
燃
物
処
理
に
つ
い
て

魚
市
場

〓
青
果
市
場


